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 次のとおり古河市とともに持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に貢献すること

を宣言します 

 

１：目指している SDGsのゴール（または今後目指すゴール）【複数選択可】 

 

 

２：SDGｓへの貢献に向けた組織を代表するビジョン・団体の方針 

 

 

 

 

 

 

３：SDGsへの貢献や、持続可能な都市の実現に向けて行っていること 

 

 

 

 

 

 

      

      

      

    ○ ○ 

     ※該当するゴ

ールに○を記

入してください 

○      

弊社は経営理念「常に新しい価値を創造し、地域の未来に貢献する」の体現に尽力するもの

とする。この考え方は持続可能な開発目標「SDGs」と同じ方向を目指すものであり、社員

ひとりひとりが主体的に事業活動に取り組むことにより、SDGs の達成に貢献していく。 

○ゴール１１：都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にするとして次の

取り組みを行っています。 

 1）地元の学校を対象とした、出前講座・現場見学会の実施、現場見学会などで学生たち

の育成、インターンシップの受け入れを行い、地域の活性化、管理能力の強化に繋げて

います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古河市や他の団体と連携可能な項目【複数選択可】 

 

 

 

 

 

 

 

SDGsに関する取組を表す写真等の画像データ     

11．地域の学校現場見学会（写真左側） 

11．地元の学校へ出前講座（写真右側） 

 

※該当するものにチェックをしてください。 

☑ボランティア      ☑ 研修会・講演会の実施 

☑ 知識・技術の提供   ☑ 実証事業の実施 

☑ イベント開催     ☑ 寄付金・商品等の提供 

☐ その他（                              ） 

2）堤防工事等の治水工事を行い、水関連災害などによる被災者数を削減 

地域経済の損失の低減に繋げる取り組みをしています。 

○ゴール１２：持続可能な生産形態の確保として、使用後の廃材を再利用します。 

現場で発生したアスファルト殻、コンクリート殻、伐採木(ばっさいぼく)等を循環・再利

用しています。各工事において木杭(丁張杭)を 1 工事 600～1000本近く使用するのです

が、私たちは使用後の杭は廃棄せずに再利用をして、削減目標 30％を目指しています。 

 

○ゴール１３：気候変動及び、その影響を軽減するための緊急対策として、次の取り組み

を行っています。 

1）出前講座などで災害時の対応力を高める講座を開催して、地域の皆様方に周知しても

らう取り組みをします。 

2）Co2排出の少ない重機の使用と、社用車のアイドリングストップの徹底を行い、温暖

化を軽減する対策をして Co2 排出量 30％削減を目指しています。2021 年は約 22%削減達

成しました。 

 

 

 



 

12.壊したコンクリート殻を砕石へ利用 

12．伐採木で作製したサイクルスタンド（下写真） 

 


